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第６条関係 様式第１号 

2019年度 指定管理者導入施設評価表 

       

      

施設名称 須坂市蔵のまち観光交流センター 所管課(TEL) 
商業観光課
（248-9005） 

所在地 須坂市大字須坂 352-2 設置年月 2009.6開所  

施設設置目的 
観光客への観光情報の提供を行うとともに、地場産品の紹介や販売を
通し、市民と観光客の交流を深め、観光振興、賑わいの創出に資する  

施設概要・設備 

木造2階建 

1F ⇒休憩交流スペース(和室・土産品等物販コーナー)、トイレ、 

事務スペース、湯沸室、 

2F ⇒多目的ホール 

外構⇒中庭、外来者駐車場(5台) 

指定管理者名（選定方式） 須坂市観光協会（公募）  

指定期間 2019年4月1日から2024年3月31日まで 

指定管理者の主な業務 
観光案内・土産品販売・休憩所管理・多目的ホール管理 

庭園管理・駐車場管理 

施設の利用状況 

利用区分等 利用目標 利用実績 対前年比（％） 

全利用者数     --- 13,760名   161.0％ 

ホール利用件数    ---   75件    101.4％ 

    

（特記事項） 

ホール利用件数は、利用料減免件数を含む 

 

指定管理者の 

予算及び決算 

項  目 予算額（円） 決算額（円） 

指定管理料収入 8,670,000 8,670,000 

施設利用料収入     90,000         110,500 

  自主事業物販収入 3,200,000    4,546,332 

収入計 11,960,000 13,326,832 

施設管理支出  11,179,225 10,129,860 

自主事業物販支出    4,081,676  4,465,120 

支出計 15,260,901 14,594,980 

（特記事項） 

交流センターは指定管理による施設管理会計と、地元物産認定品を主とし

た物販販売等の自主事業会計(特別会計)別となる。 

施設利用料(ホール使用)収入は指定管理会計に帰属する。 
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２ 市（担当課）による評価 （評価は非常に良い◎、良い○、やや悪い△、悪い×の４段階です。） 

協定書及び指定管理者の事業計画書の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が 
点検・評価したものです。評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の
点検並びに立入検査（随時）等によるものです。 

項目 指      標 評価 評価に対する説明 

管
理
状
況 

開館時間、休館日の運用 ◎ 適正であった。 

法令の遵守 ◎ 適正であった。 

適正な人員配置 ◎ 適正であった。 

職員の労働環境確保 ◎ 適正であった。 

職員の研修・教育 ◎ 適正であった。 

文書・帳簿の管理保存 ◎ 適正であった。 

報告書等の提出 ◎ 適正であった。 

口座管理・経理 ◎ 適正であった。 

施設の使用許可・条件 ◎ 適正であった。 

備品の管理 ◎ 適正であった。 

清掃業務 ◎ 適正であった。 

環境への配慮 ◎ 適正であった。 

危
機
管
理
対
策 

緊急事態の対応 ◎ 適正であった。 

安全への配慮 ◎ 適正であった。 

個人情報の保護 ◎ 適正であった。 

施設設備の保守管理 ◎ 適正であった。 

重要事項の報告・連絡・届出 ◎ 適正であった。 

保険の加入 --- 市において加入 

管理物件に対する損害賠償等 --- 該当なし 

運
営
状
況 

施設利用状況 〇 利用者数が前年を上回る。 

自主事業実施状況 ◎ 
物販で須坂の物産品を販売されＰＲに努め
た。 

地域との連携 ◎ 適正であった。 

その他取組み ◎ 
銀座通りまつり等各種イベント事務局を担
当された。 

管理に係る収支状況 ◎ 適正であった。 

自主事業に係る収支状況 ◎ 適正であった。 

サービス向上への取組み ◎ 適正であった。 

ＰＲ等広報活動 ◎ 適正であった。 

苦情・要望への対応 ◎ 適正であった。 
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３ 利用者による評価 

 指定管理者が行なった利用者アンケートの結果及び、担当課に寄せられた利用者からの意見・

要望等によるものです。 

利用者アンケートの

結果 

 実施時期 2019年 4月 1日～2020年 3月 31日 

 調査対象 来場者 

 調査方法 任意（アンケート用紙記入による）  

調
査
結
果 

 

設問への職員対応・清掃状況・品揃え・価格において問題、要望等 

指摘事項は有りませんでした。 

  

利用者からの意見・ 

要望・苦情等 

・ゆったりとくつろげ、情報・お土産もそろっていて良かった。長野市 50代女性 

・メガネは用意されていたが、ペンがありませんでした。長野市 60代男性 

 

４ 指定管理者による自己評価 

 指定管理者自身による自己評価です。 

2019年度の自己評価 

４月は、事前予約のない飛び入りのツアー立ち寄りが多かったため、

２．３年前よりも来客数が伸びた。 

１～３月は、台風１９号の災害復興支援によるツアー立ち寄りや観光

客の増加もあり、前年度までの同時期と比べると来客数が増えた。 

『信州須坂うまいもん市（１１月）』では事務局を担当し、『信州須坂

「わくわく」おひなめぐり（３月）』ではスタンプラリー拠点となった。

しかし、ひなめぐりのイベントの一環である『着物でファッションショ

ー（３月）』と、毎年行われている『信州須坂蔵のまち春まつり（３月）』

は新型コロナウイルス感染拡大防止により中止となった。 

 

 

５ 市（所管課）による総合評価 

施設等の維持管理及び施設の利用許可関係を適正に管理されている。 

施設利用者等の増加を図るため各種作品展等を実施され観光誘客に努めている。 

 

 


